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 当事者なら障害があることで一度は悩みしんどい思いを抱えたことがある人は多いと思います。障害

受容ができにくい理由は人それぞれですが、何かをきっかけにもっともっと自分を好きになって楽しい

人生を送ってもらいたいという願いを込めて『ニュースドリーム』では当事者の方々の障害受容をめぐっ

ての連載をしています。第８回目の今回は大阪
おおさか

盲
もう

ろう者友の会で活動されている町田
まち だ

 拓
たく

さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
プロフィール 

 

町田 拓 （まちだ・たく）  

１９６３年９月２５日生まれ（４４歳） 

 

障がいの種類及び程度  視覚 ＝ １級  聴覚 ＝ ２級 

 

子どもの頃は病弱だった。喘息をもっていて、いつも喉がゼーゼーいっていた。 

小学２年か３年の時に、大きな病気をして１ヶ月ほど入院した。入院後しばらくは、一日中

点滴をしていたので、起きることができなかった。 

一週間ほどで点滴が取れて、起きてもよくなったので、起き上がっていざ歩こうと思った

ら、足が動かなかった。一週間ずっと寝ていたので、歩き方を忘れていた。 

それまでは、「歩くこと」は当たり前のことと思っていたが、「歩く」ということが、素晴ら

しい能力であることを知った。 

１９９８年に病気になり入院。入院後すぐに意識不明となり、２ヶ月間生死の境をさまよ

う。結局、命は助かったが、視覚と聴覚を失った。 

２００１年に人工内耳の装着手術を受け、現在リハビリ中。 

現在は、大阪盲ろう者友の会の事務局長として、ＮＰＯ法人設立に向けて準備を進めている。 

       




